
        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 まるごと!西日本 
 

 

                                      

鹿児島県推進協議会総会 

 6月 5日(水)、かごしま市民福祉プラザでオイスカ活動鹿児島県推進協議会(会長：吉田健朗)の総会が行われました。研

修生 9名と約 10名の会員が総会に出席をしました。総会では吉田会長、 

海江田顧問が挨拶をされ、議事も滞りなく進行し、全ての議案が承認され 

ました。 

 また、総会の前後で鹿児島県 PR・観光戦略部国際交流課への表敬訪問 

と 40年の永年会員の功労賞を届けるため、㈱鹿児島銀行と鹿児島信用金 

庫を訪問し、これまでのご支援の感謝のお礼と研修生の紹介をすることが 

できました。（安東） 

 

      

2日 佐世保産業視察 

  7日  日本語能力テスト 

田隈公民館バザー 

10日 中部合同研修(～15日) 

11日 酵素の世界社視察 

13日 MUFG交流会（中部地区） 

朝倉推進協議会役員会＆青年部発会式 

16日 早良高校職場体験 

17日 マレーシア技能実習生・ラハマン帰国 

18日 原西校区センター見学 

佐賀県推進協議会幹事会 

19日 長崎県立大学センター訪問・交流 

20日 こらぼら Qでん田んぼ草取り、収穫、川遊び 

22日 米国バーモント高校生職場体験(～25日) 

奈多小留守家庭子ども会つみ木広場 

23日 高木小留守家庭子ども会つみ木広場 

24日 北九州推進協議会総会 

25日 集まれ地球体験村(～27日) 

27日 サマーナイトフェスティバル 

29日 照葉小留守家庭子ども会つみ木広場 

30日 舞鶴小留守家庭子ども会つみ木広場 

31日 八田小留守家庭子ども会つみ木広場 

 

 

 
発行：（公財）オイスカ西日本研修センター まるごと部 

福岡市早良区小笠木 678-1 
TEL(092)803-0311  FAX(092)803-0322 
E-mail: oiscantc@oisca.org  検索 オイスカ西日本 

                            

 

ご協力ありがとうございます！ 
 

（敬称略） 
 

【６月の新入会】  

  室町ケミカル 株式会社 (センター) 

  吉岡米穀 株式会社 (センター) 

  加治屋 ヒロエ  (宮崎推協) 

 

【６月の寄付金】  

  鬼木 幸秀 

 

【６月の寄付品】  

  樋口伊都、伊東俊幸、高田陽一、加治屋若子 

  オイスカマニラ事務所、石橋幸裕、㈱木下写場 

  小島起代世、今任自動車、米谷愛 

 

 

 

    

 

 

 

   

   

   

   

 

 

 

 

 

 

 

第 669号 

令和元年 7月号付録 

７月号の予定 

 
←Facebookと Instagramに日頃の様子を更新中！ 

是非チェックお願いします！ 

 

信州大学 

佐賀県推進協議会総会 

 6月 13日(木)、佐賀県国際交流プラザにてオイスカ佐賀県推進協議会(会長：島松孝夫)の年次総会が行われ、約 20名

が出席されました。 

 議事の前には会員継続 30年の感謝状の贈呈、オイスカフィリピン駐在代表の石橋幸裕氏によるフィリピン養蚕プロジェ

クトについての講話がありました。また、オイスカ佐賀ラブグリーンの翼のスライドや先日テレビで放映されました研修生の

様子を DVDで紹介し、オイスカの活動や支援へのご理解をいただくことができました。 

 議事も滞りなく進行し、すべての議案が承認されました。オイスカ佐賀県推進協議会は活発に行事を行っていますし、研

修生も何度も訪問することになりますので、今後ともオイスカならびに研修生のご支援、ご協力をよろしくお願いいたしま

す。（安東） 

 

鬼木大明神 今月の一句 
 

“チャンス”は漫然と待っているだけでは訪れもしないし、 

 到来もしない！ 

“チャンス”は与えられるものではなく 

 自分の手でつかみ取るものである！ 

“チャンス”が無いのではなく 

 いつでも、どこでも、だれにでもある！ 

 そのチャンスをただ捕えられなかっただけだ！ 

 捕えたい情熱が足りなかったのだ！ 

真に情熱をもって、事にあたっていれば 

 隨所にあるものなのだ！ 

そう信じて目の前の事に打ち込み続ければ 

 チャンスは必ずつかみ取れるのだ！ 

 

          オイスカ日本語スピーチコンテスト 

 6月 8日、約２カ月にわたる基礎研修の修了にともない、 

日本語スピーチコンテストが行われました。当日は体験農園の方々の田植えの日でも 

あり、その方々にスピーチを聴いていただき、投票していただきました。 

 研修生は３週間かけて、話したい内容を決めて、文章を作成し、覚えて話す練習をしてきました。はじめは、自分の書いた

ひらがなを読むのに 5 分もかかったモーセスさん。１分前後で読めるようになりました。バドミントン、バレーボール、ビリヤ

ードなどのカタカナ語は、ゆっくり発音するように指導しましたが、バドミントンはなかなか伝わらなかったようです。前日から

特に本番直前は緊張がピークに達していました。みんな頑張りました。前日の練習よりみんな上手になっていました。本番

に向けての努力をとても感じました。終わった後の笑顔！！これから、日本語のクラスは少なくなりますが、初心を忘れず、 

                                                  がんばれ！研修生。（立石考子） 

 体験農園の酵素づくり 

6月 1日、体験農園の皆さんと梅酵素づくりをしました。作り方はとても簡単です。梅 5㎏と 

砂糖 5，5㎏を準備します。そして梅を潰します。潰し終わったら梅と砂糖を交互に入れ、2 

日寝かせてから一週間、毎日 2回、手で混ぜます。一週間経ったら酵素の素を入れてこし 

て出来上がりです。梅酵素は夏バテ予防、疲労回復にいいそうです。この時期、センター 

の昼食に梅酵素が出るのですが美味しくて飲みやすいので研修生にも人気です！(園田) 

 

       

B クラス 

 👑1位 トム 

   2位 ディリープ 

A クラス 

 👑1位 アスラム 

   2位 ワサナ 

mailto:oiscantc@oisca.org


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                       

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

OB研修生の紹介コーナー ⑥ 

           A.M.C.K.B. Alahakoonです。アラハコーンです。でも、日本ではコーンと呼ばれていま 

          す。スリランカ人です。１９９３年度の農業一般（JICA）の研修生です。初めての海外の生活は大変でした 

          が毎日のように新しいことを勉強ができました。おかげさまで１年が終わって国へ帰る時に日本語をしゃ 

          べることができました。日本を慣れる時は胸が痛くなりました。そこまで日本を好きになり、ほかの国の仲

間たちも大好きでした。国へ帰ってスリランカの青年スポーツ省の研修センターで働きました。その仕事をやりながらオイ

スカ子供の森計画の学校コーディネーターをやりました。２年後、オイスカスリランカ事務所に入りました。仕事は CFP の

学校を回って子供たちに環境のことやオイスカについての話とレポートを作ることでし 

た。１９９７年にオイスカ中部日本研修センターへ OB研修で入りました。その時には一 

回目より日本語も勉強できてレベルアップすることができました。1998年にまた国へ帰 

りましたが２０００年にオイスカ中部センターにスタッフとして組織部に入りました。私の 

仕事は日本の子供たちにオイスカのことや環境のこと、そして子供の森計画について 

教えることでした。約３年間の仕事をしていましたがライオンズクラブ、ロータリークラブ 

のいろいろな集まりでオイスカの宣伝などをやってきました。2003年に国へ帰りました。 

2006 年にオイスカスリランカの事務局長になりました。2007 年には日本の皆様のご支援のうえで土地を購入してスリラン

カになかった研修センターを作るためオイスカ OB の仲間と頑張ってきました。完全には終わっていないのですが研修を

始めてオイスカ中部センターや西日本センターには次の世代のリーダーを作るために研修生を送ることができました。子

供の森計画にも力を出して頑張っております。子供の森計画がもっと活発になり色々な方々が参加しやすいようにして

LOVE GREEN KIDS, OISCA TOMO CLUB,などを紹介しました。オイスカ活動をもっと広げるために現場の事務局長として

責任を感じています。皆様の温かい心のご支援とご協力を心よりお待ちしています。 

またいつかスリランカで会えることが楽しみです。どうぞよろしくお願いします。 
6月は田植えイベント盛り沢山 

今年は記録的な雨不足で、一時どうなることか心配されましたが、以下に記載されている通り、オイスカの田んぼでは例年

通り４回の田植えイベントが開催されました。 

＜田植えイベント開催実績＞ 

・こらぼら Qでん田植え大会（6月 1日（土）：参加者 約 150名） 

・オイスカ主催「田植え大会」開催（6月 8日（土）：参加者 約 90名） 

・若竹保育園（年長組）田植え参加（6月 14日（金）：参加者 約 40名） 

・脇山小学校田植えイベント参加（6月 22日（土）：参加者 約 200名） 

今年の田植えイベントで印象的だったことは、脇山小学校での田植え大会が、当初６月１５日（土）に予定されていましたが

雨天のため延期となった事です。 

過去を遡っても雨で延期になったことは珍しく、22 日の田植えでの参加者が少ない中どうなることか心配されましたが、さ

すが脇山、当日は「脇山力」が大いに発揮され、予定されていた古式ゆかしき「お田植」の披露と田植えイベントを無事開

催することが出来ました。 

今期は総勢で５００名ほどの方に田植えイベントに参加していただきましたが、稲の生育中に大きな災害や天候不順がな

く、沢山の実りの秋を迎えられるように、みんなで気にかけていければと思います。（豊田） 

 

朝倉学生環境フォーラム 

 6月 2日(日)、あまぎ水の文化村で朝倉学生環境フォーラムが行われました。今回の子供の森計画子供親善大使の最

後のプログラムとして地元朝倉からの参加者を含め約 50名でのフォーラムとなりました。 

 グリーンウェイブ朝倉水源の森実行委員会のこれまでの活動報告から始まり、オイスカと子供の森計画の概要説明、 

十文字中学校の学校での取り組み、子供親善大使の現地活動報告、朝倉市豪雨被害と復興に向けた取り組みなどが発

表されました。 

 また、学生環境宣言が提唱され、中島秀樹朝倉市議会前議長に手渡されました。終了後には十文字中学校の生徒や教

師、保護者などが植林地を見学され、これまでの活動についてのご理解をいただきました。今後もこの活動を継続し、未来

につなげるフォーラムになりました。（安東） 

 

私の家族(長女 11歳、長男 10歳、次女 7歳) 

OB研修生の紹介コーナー ⑦ 

            パプアニューギニアの Modesthus Jordan Domoniです。ニックネームはディーです。 

            ２０１５年度の環境保全型農業技術研修生でした。研修が終わりまして、オイスカラバウル研修セン 

            ターに入りました。現在センターでフォレストリーの先生をしています。色々な木の苗の作り方を研修生

に教えています。ナーサリーの仕事や植えた木の間引きや収穫も担当しています。子供の森計画の取り組みと自分の畑

も少しやっています。自分の畑では野菜やお米、スイカを栽培しています。あとは鶏と豚も育てています。皆さんにまた会

いたいです。是非、パプアニューギニアに遊びに来てください。 

           

子
供
大
使
の
引
率
で
き
た

子
供
達
と
先
生
が
販
売 

準
備
を
し
て
い
る
様
子 

日本のお客さんと CFPの学校訪問 

自分の畑の野菜 

子供の森の活動で木

を植えている様子 

ナーサリーも担当をして、

研修生達にも管理の仕方

を教えます 

植えた木の間引き作業の様子 

収穫をしている様子 

1歳２カ月の子供と奥さん 

CFPの学校での環境教育の様子 

こらぼら Qでん田植え大会の様子 オイスカ主催田植え大会の様子 

若竹保育園田植え大会の様子 

脇山小学校田植えイベント 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アトリエ木下サマースクール交流会開催 

6 月 19 日（水）、毎年研修生の写真撮影などでお世話になっています「アトリエ木下」より、52 名の社員の方に参加していた

だき、サマースクールという事で研修会がセンターで開催されました。 

研修会の内容については、午前中にオイスカの理解を深めるという事で廣瀬所長から説明があり、昼食時にはグランドにて

バーベキュー大会が行われました。 

今回は特別にフィリピン名物の「レチョン：豚の丸焼き」を２匹提供し、日頃食べることが出来ない珍味をしっかりと堪能してい

ただきました。 

午後の時間帯については、農業体験という事で田んぼでの草取りとサツマイモの苗植えを行い、皆さん泥にまみれながらし

っかりと汗をかいていただきました。 

当日は天候にも恵まれ、研修生ともしっかりと交流を深めていただき、大変有意義な交流会を行うことが出来ました。（豊田） 

研修生の紹介コーナー ② 

体験農園だより 

今年の夏野菜は、雨が例年より少ないため病気は少ないのですが、アブラムシの被害が多くて困りました。特にウリ類が大

きな被害を受けてキュウリなども何本か枯れてしまいました。現在は 

被害も落ち着いて、これから夏野菜の収穫真っ盛りの季節を迎えます。 

去年もこの時期に雨が少なく、今年は野菜の生育が良いかと思いき 

や、7月はじめの大雨で大きなダメージを受けたことが思い出されま 

す。 

これから梅雨に入りますが、出来る範囲で備えを怠らないように準備 

をしていきたいと思います。（豊田） 

 

東峰村炊き出しボランティア参加 

6 月 20 日（木）、九州電力からの要請を受けて、今回で２回目となる東峰村の仮設住宅での「炊き出しボランティア」に家政

科研修生２名を連れて行ってきました。 

今回振る舞われた料理は、インドネシアのナシゴレン（焼き飯）とスープ、マレーシアのジャガイモを使ったお菓子でしたが、

20名程の方に来ていただいて美味しくご馳走を食べていただきました。 

お腹がいっぱいになった後には、写真を使って国の紹介もさせていただきましたが、日頃仮設で一人暮らしをしている年配

の方が多いので、みなさん喜んで発表を聞いていただきました。（豊田） 

 

         メキシコから来ました。Moises Rodriguez Peña です。ニックネームはモイです。 

           今年の 8月に 25歳になります。農業一般コースの研修生です。私は日本へ来る前にオイスカメキシ 

           コの子供の森計画を手伝いました。オイスカメキシコはオイスカのファミリー（組織）の中でまだ若いと 

           聞いてありいておりますが素晴らしい活動を行っています。そして、家族の畑（ハイドロポニア）を手伝 

           いました。 

☺ ☺ ？？モイさんに聞いてみましょう？？ ☺ ☺ 

●メキシコのおすすめの場所は？☛チチェン・イッツァです。1988年にユネスコ世界遺産に 

登録されたメキシコのマヤ文明の遺跡です。チチェン・イッツァ周辺には川や湖沼がなく、石 

灰岩の岩盤が陥没して地下水が露呈した天然の湖セノーテが唯一の水源でした。70 年頃から宗教儀礼に用いられるよ

うになり、雨が降らない時や豊作を願う時、雨と嵐と稲妻の神チャークの予言を伺うために、財宝や生贄の人間が投げ込

まれたそうです。スペイン征服時のスペイン人の記録によれば、吉兆を占うために、定められた日に女性を放り込んだと

しています。また、この記録によれば、この女性は後に泉から引き上げられ、吉兆を語ったとされています。後にアメリカ

の探検家エドワード・トンプソンがこの泉にもぐり、人骨やたくさんの財宝を発見しました。 

●日本料理で何が 1番好きですか？☛ 日本料理はほとんど美味しいですが天ぷらが一番好きです。 

●日本での目標は何ですか？☛ 今、色々な国から来ている研修生に会うことがで 

  きたのでそれぞれの文化などを知りたいです。また富士山を見るのが夢でしたが 

   飛行機に乗った時に窓から富士山を見ることができました。 

  ●好きなことばはなんですか。☛ ベニトファレスの言葉で、el respeto al derecho 

   ajero es la pazです。 日本語で、「平和への権利を尊重することは大切だ」という 

       意味です。皆さん、他の人を尊重しましょう！ 

              インドから来ました。チベット人の Tsultrim Sangmo です。ニックネームは 

              サンモです。２６歳です。農業一般コースです。私の家族は農家の人です 

              ので、家族と一緒に農作業をしました。そして、冬に外でやっている販売の 

              ビジネスの仕事をしました。                       

              ☺ ☺ ？？サンモさんに聞いてみましょう？？ ☺ ☺ 

●チベットのおすすめ料理は？☛ トゥクパです。チベット文化圏で作られれている、日本の 

うどんに似ている食べ物です。一般的にスープは塩味で、少しの野菜と、時にマトンやヤクの 

肉が加えられます。伝統的には、日本の手延べうどんと同じ製法で小麦粉を用いて製麺して、 

肉を入れると肉うどんとびっくりするほど味が似ています。私たちの主な食べ物はトゥクパと 

モモです。私たちの家でいつも作られています。特別の日とかお正月とか結婚式とか特別な 

美味しい料理を作ります。  

●日本料理で何が 1番好きですか？☛ 日本の食べ物は栄養価が高いです。 

そして、健康に良いと思います。そして、日本米が大好きです。 

●日本はどうですか？☛ 日本は清潔で素晴らしい国です。 

すべての人々は非常に尊敬しており、彼らはすべて平等に扱います。 

●好きな言葉は何ですか？☛ 人生は貴重なので、私たちは自分の人生で何か 

良いことをしなければなりません。私たちは他の人達に同情的で暖かい人である 

 べきです。私たちが人生で出会うことで、どんな心痛でも忘れるほうが良いと 

      思います。 

サ
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BBQの後皆で楽しくゲームをしている様子  ☛ 

トゥクパ 

チチｴﾝ・イッツァ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長崎県推進協議会総会＆長崎県立大学交流会参加 

6月 4日（火）、長崎県推進協議会の年次総会が佐世保市内のホテルにて開催されました。 

参加された会員は 7名と少なかったですが、数年前より活発になっている大学生との交流会の報告等もあり、今後の推進

協議会の更なる発展が期待される総会となりました。 

その後、場所を移して長崎県立大学での学生との交流会が 15時半より開催されました。 

今年で 3 回目を迎える本事業は、学生を対象とした講演会への参加や学生が主体となって実施している交流会の開催な

ど、盛りだくさんの内容で研修生を出迎えてくれました。 

交流会の中では、女性の研修生が浴衣の着付けを初めて体験させていただき、とてもよい思い出をつくることが出来まし

た。 

今回の交流会をきっかけとして、7 月には学生 7 名がセンターを訪問する事業も予定されています。今後の大学との交

流、連携に大いに期待が寄せられています。（豊田） 

 

研修生農業関連の展示会に参加 

6 月 27 日（木）、マリンメッセにて開催された「アグロイノベーション 2019」に、日頃からお世話になっている「酵素の世

界社」からの招待で、研修生全員を連れて参加してきました。主な内容はスマート農業（自動化）の展示や猛暑対策の

空調器具など、研修生にとっては初めて見る最先端の技術ばかりで、大変興味深い展示がされていました。 

そして、翌日の 28 日（金）に、福岡国際センターで開催された「九州クボタ」の展示会では、日頃よりお世話になってい

る「ハートフィールドさかもと」様より招待を受けて研修生全員で参加してきました。 

大型トラクターから田植え機、コンバインなど新機種 

がズラリと並んでいて、研修生は「お金がないから買 

えません」と冗談まじりで話していました。 

それでも研修生は、無料のカタログをたくさんもらって 

喜んで帰ってきました。 

研修生の国の農業事情と比較して、まだ夢のような 

世界かもしれませんが、近い将来には農業の大型化、 

自動化が進んでくることは間違いないため、少しでも 

今回の経験が参考になるのではないかと思います。 

                             （豊田） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大野城国際交流協会 TOMORROW 

6月 29日、大野城国際交流協会より 13名が来所され、トマトの収穫、料理交流を体験していただきました。料理はマレー

シア、フィリピン、パプアのものを作り、どれも美味しくできました。交流会に参加するのは今年で 2、3 回の人や、10 回目

の方もいました。「研修生達はみんな優しくて明るいですね。」と参加者の方が話していました。午後には皆でレクレーショ

ンをして、しっぽとりゲーム、ドッジボールは特に盛り上がりました。みんな体を張っていたので筋肉痛になったようです

が、楽しい時間を過ごすことができて良かったです。また来年もよろしくお願いします。(園田) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

熊本県西原村ボランティア参加 

6月 18日（火）、今年度 2回目となる熊本県西原村でのボランティア活動に、研修生とスタッフ合わせて 17名で参加し

てきました。 

男性チームは西原村の古閑地区という所で田んぼの 

畔まわりと共有地の草刈り作業を行い、女性チームは 

サツマイモの苗場の片付け作業を、蒸し暑いビニール 

ハウスの中で汗をかきながら行いました。 

震災からちょうど 3年が過ぎましたが、被災した地域で 

は大型ダンプが行きかい、復興作業が急ピッチで進めら 

れています。 

今回の草刈り作業の近くに墓地があったのですが、殆 

ど手が付けられておらず、壊れたままの状態になってい 

ました（昔は土葬が多く、なかなか手が付けられないとの説明がありました）。大通りから見た感じでは復興作業は終

了したかのように思いますが、まだまだ道半ばであることを実感しました。（豊田） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           脇山小学校対面式 

6月 3日、脇山小学校の対面式がありました。子供達は研修生との 

交流を心待ちにしていたようで、大歓迎してくれました。ゲームや国の 

紹介をして、みんなで踊りました。フィジーのダンス、メケは去年と違う 

曲で踊りましたが、子供達は覚えるのが早く、研修生と一緒に踊ってい 

ました。国の紹介では研修生達はまだまだ話したりない様子でした。 

子供達との別れ際には、名残惜しそうにしておりましたが、これから夏 

の祭り、稲刈り、運動会などいろいろな行事があります。これから 

一緒に楽しい思い出を作っていきましょう！(園田) 
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自己紹介をしている様子   ☛ 

指導員研修コースのニコさんの挨拶 

皆さん、指導員研修コースで来日したニコです。 

オイスカのサポーターの皆さん、15カ月間本当にありがとうございました。 

この 15カ月間の研修で、農業だけではなく、日本人の働き方も勉強をしま 

した。日本での勉強は素晴らしかったです。フィジーへ帰っても、いつも日本 

人の事は絶対に忘れません。私の第 2のふるさとは福岡です。特に、脇山 

              校区です。第 2のふるさとを思い出して頑張りたいと 

              思います。今考えると、また日本が懐かしくなってきま 

              した。貯金をして、また日本へ行きたいです。フィジー 

              で元気で頑張りますので、皆さんも元気で頑張って 

              ください。フィジーで待っていますので、是非、オイスカ 

              のプロジェクトや OBのプロジェクトを見に来てくだ 

              さい！！ 


